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九
月 

別
名 

長
月
（
な
が
づ
き
）
、
建
戌
月
（
け
ん
じ

ゅ
つ
げ
つ
）
、
季
秋
（
き
し
ゅ
う
） 

 

長
月
の
語
源
は
『
夜
長
月
（
よ
な
が
つ
き
）
』
か
ら
発
し
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
月
が
見
ら

れ
る
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
他
に
、
菊
月
、
菊
開
月
（
き
く
ざ

き
つ
き
）
、
紅
葉
月
（
も
み
じ
づ
き
）
な
ど
あ
る
。
二
十
四
節
気
で

は
白
露
、
秋
分
を
含
み
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

           
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

      

          

『
九
月
の
花
』 

菊
、
彼
岸
花
、
ダ
リ
ア
、
秋
海
棠
（し
ゅ
う
か
い
ど
う
），
釣
舟
草

（つ
り
ふ
ね
そ
う
）、
芙
蓉
（ふ
よ
う
）、
松
虫
草
（ま
つ
む
し
そ
う
）、

吾
亦
紅
（わ
れ
も
こ
う
）、
桔
梗
（き
き
ょ
う
）、
芒
（す
す
き
） 

 
 
 

 

  

『九
月
の
言
葉
』 

シ
モ
ン
・ペ
ト
ロ
が
（イ
エ
ス
）に
答
え
た
、
主
よ
私
た
ち

は
あ
な
た
を
去
っ
て
誰
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
か
。
永
生

（か
ぎ
り
な
き
い
の
ち
）の
言
（こ
と
ば

）を
持
っ
て
い
る
者
は

あ
な
た
で
あ
る
と
」（ヨ
ハ
ネ
六
・
六
八

）。
私
た
ち
は
イ
エ
ス

を
去
っ
て
仏
教
に
入
ろ
う
か
、
儒
教
に
帰
ろ
う
か
、
ス

ピ
ノ
ザ
に
行
っ
て
哲
学
者
に
な
ろ
う
か
、
ハ
イ
ネ
に
つ

い
て
詩
人
に
な
ろ
う
か
、
殖
産
を
も
っ
て
私
の
生
涯
の

唯
一
の
目
的
と
し
よ
う
か
、
政
治
に
私
の
す
べ
て
の
満

足
を
求
め
よ
う
か
。
イ
エ
ス
を
信
じ
る
の
に
苦
痛
と
辛

令和 4年 9月（230）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 
医院だより  
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５
４
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９
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 惨
（し
ん
さ
ん
）が
な
い
こ
と
は
な
い
、
し
か
し
永
生

（か
ぎ
り
な
き
い
の
ち
）の
言
（こ
と
ば

）は
彼
を
お
い
て
ほ

か
に
は
な
い
。
私
た
ち
は
彼
を
捨
て
去
っ
た
人
で
、

彼
の
恩
寵
に
勝
る
幸
福
を
他
に
発
見
で
き
た
者
の

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

 
内
村
鑑
三
「
一
日
一
生
」
八
月
十
二
日 

 

「九
月
の
暦
」 

 
 
 

一 

日 
 

二
百
十
日
、
防
災
の
日
、
関
東
大

震
災
記
念
日
、
富
山
八
尾
風
の
盆 

    

八 

日 
 

白
露 

い
よ
い
よ
秋
も
本
格
的
と
な

り
、
野
草
に
白
露
が
宿
り
始
め
ま
す
。 

 
 

 

九 

日 
 

重
陽
、
救
急
の
日 

重
陽
と
は
「
陽
が
重
な
る
」
と
い
う
意

味
で
、
中
国
よ
り
伝
わ
り
ま
し
た
。
中

国
で
は
奇
数
を
縁
起
が
良
い
「
陽
の

数
」
と
し
、
そ
の
中
で
も
一
番
大
き
い

数
「
９
」
が
重
な
る
９
月
９
日
を
大
変

め
で
た
い
日
と
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

陽
の
気
が
強
す
ぎ
て
不
吉
な
こ
と
が

起
こ
り
や
す
い
日
と
も
さ
れ
、
邪
気
を

払
い
、
無
病
息
災
を
願
う
節
句
の
風

習
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
風
習
が
日
本
に
伝
わ
り
、

平
安
時
代
の
初
め
に
は
宮
中
行
事
と

し
て
す
ぐ
れ
た
薬
効
を
も
つ
「
菊
」
を

用
い
た
宴
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
天
皇
や
宮
中
の
人
々
は
、
菊
を
眺

め
た
り
、
菊
酒
（
菊
の
花
を
浮
か
べ
た
酒
）

を
飲
ん
だ
り
、
詩
を
詠
ん
だ
り
（
菊
合
わ

せ
）
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
菊
酒
は
、
菊
の

花
に
は
不
老
長
寿
の
力
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。 

（
松
下
恭
子
「
暦
生
活
」
よ
り
抜
粋
） 

エ
リ
ザ
ベ
ス
英
女
王
死
去
、
９
６
歳 

十 

日 
 

十
五
夜
、
二
百
二
十
日 

 
 

   

十
五
日 

 

老
人
の
日 

 
 
 
 
 

十
九
日 

 

敬
老
の
日
、
子
規
忌
（明
治
三
十
五
年
） 

 
 
             

糸
瓜
忌
、
獺
祭
忌
と
も
い
う
。 

   
 
  

二
十
日 

  

彼
岸
入
り
、
空
の
日 

     
二
十
三
日 

 
 

秋
分
の
日
、
秋
分
、 

                

川
柳
忌
（１
７
９
０
年
没
） 

木
枯
ら
し
や 

 

 
 

 
跡
で
芽
を
ふ
け 

川
柳 

二
十
四
日 

結
核
予
防
週
間 

二
十
九
日 

宣
長
忌
（１
８
０
１
） 

鈴
を
愛
し
鈴
の
屋
忌
と
も
呼
ぶ
。 

 
 
 
 

参
考 

令
和
４
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

「か
か
り
つ
け
医
」 

 

当
院
で
は
、
日
本
医
師
会
に
認
定
さ
れ
た
日
医
か
か
り
つ
け
医
機 

能
研
修
制
度
の
「か
か
り
つ
け
医
」が
診
療
に
あ
た
り
ま
す 

「か
か
り
つ
け
医
」と
は
（定
義
） 

 

「な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最
新
の
医
療
情
報
を
熟
知

し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

で
き
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担

う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る
医
師
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
省
略
（２
０
２
２
／
７
に
詳
細
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お
知
ら
せ 

一
、
六
月
か
ら
各
種
検
診
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

二
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 
 

○ 

禁
煙
外
来
（休
止
中
） 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
治
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

施
行
し
て
い
ま
す)

・ 

大
腸
カ
メ
ラ
（現
在
は
休
止
）  

 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

継
続
中 

四
、
当
番
医 

十
一
月
三
日
（木
）９
時
～
１
８
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 
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現
在
は
諸
事
情
の
た
め
、
外
来
予
約
制
は
休
止
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
お
気

軽
に
受
付
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

六
、
発
熱
外
来 
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
動

線
を
分
け
て
診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以
下
の

よ
う
に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
し
て 

 

 
 

下
さ
い
。
そ
の
後
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―
８
３
１
５ 

８
月
か
ら
発
熱
外
来
は
十
二
時
～
十
三
時
ま
で 

 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

マ
ル
バ
ル
コ
ウ
ソ
ウ 

  
 

 
 

 
 

 

 

次
の
機
関
で
も
受
診
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

 
 

                        

七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

      

八
、
第
４
・５
回
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
各
市
町
村

の
広
報
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
当
院
で
の
予
定

は
決
定
順
に
院
内
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。  

市
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
相
談
は
市
の
『コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
』で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

電
話 

０
２
７
・２
１
２
・４
７
２
２ 

  

群馬県受診・相談センター（２４時間対応） 0570-082-820 

前橋市受診・相談センター（午前８時３０分～午後９時） 027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応などの相談）無休、 

２４時間、２０か国語 

0570-783-910 

月 狭心症 

火 ラテックスフルーツ症候群 

水 受け口・反対咬合の矯正時期 

木 聴診器でわかること 

金 歯の欠損と義歯 

土日 出生前診断 

http://www.raijin.com/kenko/
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九
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
療
養
機
関
と
外
出

制
限
の
緩
和
（９
月
７
日
） 

【
症
状
の
あ
る
方
】 

１
．
入
院
以
外
の
者 

発
症
日
か
ら
７
日
間
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽
快
か

ら
２
４
時
間
経
過
し
て
い
る
場
合
、
８
日
目
か
ら
療

養
解
除
を
可
能
と
す
る
。 

た
だ
し
、
有
症
状
者
は
１
０
日
間
が
経
過
す
る
ま
で

は
、
感
染
リ
ス
ク
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
、
検
温
な

ど
自
身
に
よ
る
健
康
状
態
の
確
認
や
、
高
齢
者
な
ど

ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
、
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
へ
の
不

要
不
急
の
訪
問
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
の
利
用

や
会
食
な
ど
を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

こ
と
な
ど
、
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
の
徹
底
を
行

う
。 

２
．
現
在
入
院
中
の
者 

発
症
日
か
ら
１
０
日
間
経
過
し
、
か
つ
、
症
状
軽
快

後
７
２
時
間
経
過
し
た
場
合
に
１
１
日
目
か
ら
解

除
可
能 

 

【
無
症
状
の
方
】 

検
体
採
取
日
か
ら
７
日
間
経
過
し
た
場
合
に
は

８
日
目
に
療
養
解
除
を
可
能
と
す
る
。 

加
え
て
、
５
日
目
の
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
検
査

で
陰
性
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
５
日
間
経
過

後
（６
日
目
）
に
解
除
を
可
能
と
す
る
。 

た
だ
し
無
症
状
の
方
は
７
日
間
、
感
染
リ
ス
ク
が
残
存

す
る
こ
と
か
ら
、
検
温
な
ど
自
身
に
よ
る
健
康
状
態
の

確
認
や
、
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
、
ハ
イ

リ
ス
ク
施
設
へ
の
不
要
不
急
の
訪
問
、
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
場
所
の
利
用
や
会
食
な
ど
を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
な
ど
、
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
療
養
期
間
中
の
外
出
自
粛
に
つ
い
て
、 

有
症
状
の
場
合
で
症
状
軽
快
か
ら
２
４
時
間
経
過
後
、

ま
た
は 

無
症
状
の
場
合
に
は
、
外
出
時
や
人
と
接
す
る
際
は
短

時
間
と
し
、
移
動
時
は
公
共
交
通
機
関
を
使
わ
な
い
こ

と
、
外
出
時
や
人
と
接
す
る
際
に
か
な
ら
ず
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
自
主
的
な
感
染
予
防
行
動
を
徹
底
す

る
こ
と
を
前
提
に 

食
料
品
の
買
い
出
し
な
ど
必
要
最
小
限
の
外
出
を
行
う

こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「老
い
の
中
に
は
若
さ
が
あ
る
」 

 

  
 

若
い
人
が
年
を
と
っ
た
人
を
想
像
す
る
の
と 

年
を
と
っ
た
人
が
”こ
れ
が
自
分
だ
”と
し
て
持 

つ
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
非
常
に
差
が
あ
る
よ
う
に
思 

い
ま
す
。 

高
齢
者
は
、
私
た
ち
が
言
う
「老
い
」と
い
う
言 

葉
の
中
に
も
、
相
当
な
若
さ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る 

よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
若
い
人
の
言 

う
「老
い
」は
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
老
い
で
し
ょ 

う
。
し
か
し
私
は
こ
う
言
い
た
い
。
老
い
の
中
に 

は
若
さ
が
あ
る
、
と
。 

若
い
木
は
台
風
を
受
け
て
も
し
な
っ
て
折
れ
る
こ 

と
は
な
い
け
れ
ど
、
老
木
は
折
れ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
そ
の
“老
木
の
根
っ
こ
”か
ら
、
な
ん
と
生
き
生

き
と
し
た
緑
の
若
木
が
、
に
ょ
き
に
ょ
き
顔
を
出
し

て
い
る
。 

“老
齢
は
、
む
し
ろ
、
そ
ん
な
よ
う
な
も
の
な
の
で

す
” 

と
い
う
言
葉
を
、
ド
イ
ツ
の
老
婦
人
Ｍ
・ホ
ワ

ー
ド
・ド
・ワ
ル
デ
ン
が
残
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
は

そ
の
根
元
の
芽
を
見
な
い
で
、
枝
が
折
れ
た
り
、
枯

れ
て
い
る
老
木
を
見
て
、
そ
れ
が
高
齢
者
だ
と
思

う
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
生
き
残
っ
て
い
る
高
齢
者
か
ら
言  

え
ば
、
“俺
の
中
に
ま
だ
そ
う
い
う
青
春
的
な
芽
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
“と
い
う
こ
と
が
、
ほ
の
か
に
実
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感
と
し
て
あ
る
の
で
す
。
老
い
と
い
う
も
の
の
中

に
は
や
っ
ぱ
り
命
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
そ
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
歳
を
経
験
し
な
い
若
い
人
に
は
な
か

な
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ー
テ
の
生
涯

を
学
ぶ
と
、
こ
の
考
え
が
支
持
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

日
野
原
重
明
著
「だ
か
ら
医
学
は
面
白
い
」
よ
り 

 

 
 

炎
熱
は
人
を
殺
さ
ず
と
は
げ
ま
し
て 

医
師
の
い
ひ
に
き 
死
な
で
わ
が
お
る 

 

             
 

久
保
田
空
穂 

 
 

『冬
木
原
』（昭
二
六
）所
収
。
昭
和
二
十
二
年

作
。
空
穂
は
数
え
で
七
十
一
歳
だ
っ
た
が
、
こ
の
年

生
涯
最
大
の
悲
し
み
に
襲
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
病

弱
の
身
を
シ
ベ
リ
ヤ
で
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た

次
男
茂
二
郎
が
、
す
で
に
一
年
三
か
月
前
ぼ
ろ
切

れ
の
よ
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
、
折
か

ら
重
病
に
倒
れ
て
い
た
空
穂
に
、
よ
う
や
く
祖
国

に
生
還
し
て
き
た
戦
友
か
ら
告
げ
ら
れ
た
の
だ
。

炎
暑
の
さ
な
か
、
悲
し
み
と
怒
り
に
ま
み
れ
て
病

臥
す
る
、
酷
寒
の
地
で
戦
病
死
し
た
兵
士
の
父
、

結
句
に
は
万
感
が
籠
る
。 

 
 

 

大
岡 

信
著 

『
新
折
々
の
う
た
」 

二 

岩
波
新
書 

   

 
 

 
 

 
 

け
ん
こ
う 

（百
五
十
四
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（２
０
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
広
が
り
、
３
年

目
に
な
り
ま
し
た
。 

    

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。 

 
 

１
．
流
行
は
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
り
ま

し
た
。 

２
．
こ
れ
ま
で
６
度
に
わ
た
る
感
染
拡
大 

の
波
を
経
験
し
た
。
２
０
２
２
年
７
月
現

在
、
第
７
波
を
迎
え
て
新
規
感
染
者
数
が

著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

３
．
未
知
の
感
染
症
で
防
止
策
・
治
療
薬
も

分
か
ら
な
か
っ
た
第
１
波
は
医
療
現
場
に

と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で
あ
っ

た
。 

４
．
感
染
予
防
に
関
す
る
国
内
外
の
知
見
の

蓄
積
と
治
療
薬
の
増
加
で
対
応
の
仕
方
が

分
か
っ
て
き
た
が
、
第
３
波
で
痛
感
し
た

の
が
病
床
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
の
問
題
だ

っ
た
。
治
療
方
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
状
態
に
お
い
て
も
、
患
者
に
医
療
が
届

か
な
い
事
態
に
な
り
、
特
に
昨
年
６
月
以

降
の
第
５
波
下
の
東
京
で
は
自
宅
療
養
中

に
亡
く
な
る
人
が
相
次
い
だ
。 

５
．
２
０
２
１
年
、
８
月
の
ピ
ー
ク
時
に

は
、
１
日
当
た
り
の
都
内
の
感
染
者
が
５

０
０
０
人
を
超
え
、
自
宅
療
養
者
は
最
大

時
で
２
万
五
千
人
、
入
院
先
な
ど
の
療
養

先
が
決
ま
ら
な
い
患
者
も
１
万
人
を
超
え

た
。
制
御
不
能
な
状
況
に
あ
り
、
災
害
レ

ベ
ル
で
感
染
が
猛
威
を
振
る
う
非
常
事
態

に
陥
っ
た
。
幸
い
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
向
上
と
と
も
に
感
染
者
数
は
激
減
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
面 
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６
．
一
方
、
病
床
数
の
逼
迫
で
他
疾
患
の

患
者
も
重
症
化
し
て
か
ら
病
院
に
運
ば

れ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
治
療

期
間
が
長
く
な
り
、
さ
ら
に
新
た
な
患

者
の
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
る
悪
循
環

に
陥
っ
た
が
こ
れ
か
ら
も
同
じ
問
題
が

残
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。 

７
．
国
は
、
第
６
波
に
備
え
、
コ
ロ
ナ
病

床
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
２

０
２
１
年
１
１
月
下
旬
に
南
ア
フ
リ
カ

で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
新
た
に
出
現
し
、

瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
が
施
行
さ
れ
た
が

接
種
率
も
低
く
、
感
染
者
数
は
激
増
し

た
。 

８
．
３
月
下
旬
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

変
異BA.2

ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
発

生
が
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
に
激
増
し
、
第

７
波
襲
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
と
く

に
７
月
以
降
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
のBA.5

系

統
患
者
数
が
よ
り
増
加
し
や
す
い
こ

と
、
免
疫
逃
避
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、BA.5

へ
の
置
き
換
わ
り
は
夏
休
み

に
よ
る
接
触
機
会
の
増
加
と
相
ま
っ

て
、
新
規
感
染
者
の
急
速
な
増
加
の
継

続
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
現
在
、
４
回

目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
勢
い
は
止
め
ら
れ
そ
う
も
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。 

 １ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
）
（ 

９
月
８
日
） 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界 

 
 

６
億
１
０
８
６
万
０
０
９
２
人 

 
 
 

 
 
 

 

（
６
５
０
万
７
６
３
４
人
） 

日
本       

 

１
９
７
７
万
０
４
０
４
人 

 
 
 
 
 
 

（４
万
１
８
８
３
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
１
万
４
５
４
３
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４
４
０
人
） 

  

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
で
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
で

で
き
る
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

Ｂ 

ワ
ク
チ
ン 

（お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）） 

１ 

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

２ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

３ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 

 

３
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状  

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診 

 
 

で
は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿 

 
 

っ
て
対
応
し
て
い
る
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

   

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 
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③ 

屋
外
で
の
テ
ン
ト
の
用
意
（
診
察
・
検 

 

 
 

査
ま
で
の
待
機
用
） 

 
＊
患
者
様
を
送
迎
し
て
く
だ
さ
る
方
に
お
願 

 

い
し
ま
す
。
患
者
様
を
連
れ
て
き
て
く
だ 

さ
っ
た
方
は
、
検
査
・
治
療
の
方
針
が
立

つ
ま
で
、
車
で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

発
熱
の
あ
る
方
は
院
内
に
は
原
則
と
し
て

入
れ
ま
せ
ん
。
冬
夏
季
に
は
外
で
長
時
間

待
つ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
時
間

が
か
か
る
場
合
は
タ
ク
シ
ー
で
一
旦
お
帰

り
頂
き
家
で
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

〇
軽
症
で
、
若
く
持
病
が
な
け
れ
ば
、
慌 

 

て
て
受
診
す
る
必
要
は
な
い 

〇
症
状
が
重
い
場
合
、
３
７
．
５
以
上
の

発
熱
が
４
日
続
く
と
き
、
高
齢
者
、
持

病
が
あ
る
人
、
妊
婦
ら
は
早
め
に
か
か

り
つ
け
医
に
相
談 

〇
顔
色
が
明
ら
か
に
悪
い
、
息
苦
し
い 

 

 

場
合
な
ど
は
１
１
９
番
に
電
話 

〇
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら
、
か
か 

 

り
つ
け
医
や
＃
７
１
１
９
な
ど
の
窓 

 

口
に
相
談 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指
示

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
下
さ
い
。

携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の
左
側
手
前
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示

を
お
待
ち
下
さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

 

 ４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

 
 

 

(
１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)
、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害

な
ど
。
下
痢
、
鼻
水
な
ど
軽
い
風
邪
症
状
の
み
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

基
礎
疾
患
・
・
・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喘
息
、

肥
満
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
臓
病
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

① 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

② 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

③ 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
が
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
六
参
照) 

５
．
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は
院

外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状
の

あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に
あ
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 
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○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お

さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ツ
ユ
ク
サ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

    

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（二
百
） 

携
帯
電
話 

◇
余
程
嫌
な
目
に
あ
っ
て
い
る
ひ
と
が
多
い
の
か
、
携

帯
に
電
話
を
か
け
る
と
不
機
嫌
な
返
事
を
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。 

◆
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
検
査
を
し
た
結
果
を
早
く

知
り
た
い
と
言
わ
れ
た
老
齢
の
男
性
が
お
ら
れ
た
。

外
来
で
極
め
て
穏
や
か
な
人
柄
で
ぼ
そ
ぼ
そ
と
楽

し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
語
っ
て
く
れ
た
。
毎
年
夏
に

開
催
さ
れ
て
い
た
草
津
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
に
も
欠

か
さ
ず
出
か
け
ら
れ
、
そ
の
都
度
感
想
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
方
で
あ
っ
た
。 

◇
検
査
の
結
果
が
良
か
っ
た
の
で
早
く
知
ら
せ
て
あ

げ
た
く
て
休
日
だ
っ
た
が
携
帯
に
電
話
を
し
た
。
出

ら
れ
ず
に
数
回
に
及
ん
だ
時
、
よ
う
や
く
通
じ
た
。

と
こ
ろ
が 

 

『あ
な
た
は
、
な
ぜ
私
に
何
度
も
何
度
も
電
話
す
る

の
で
す
か
！
』 

と
𠮟
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

私
は
、
気
を
削
が
れ
、
た
じ
た
じ
と
し
て
自
分
の
名

前
を
告
げ
、
電
話
し
た
理
由
を
言
い
訳
し
た
。 

◆
ご
老
人
は
恐
縮
し
て
下
さ
っ
た
が
、
そ
の
方
に
と
っ

て
、
良
い
検
査
結
果
を
聞
く
喜
び
よ
り
、
知
ら
な
い

も
の
か
ら
の
電
話
に
悩
ま
せ
ら
れ
た
不
快
感
の
マ

イ
ナ
ス
の
度
合
い
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か 

 

 

も
し
れ
な
い
。 

 

あ
ら
か
じ
め
結
果
が
分
か
っ
た
ら
携
帯
に
電 

 

話
し
ま
す
と
は
っ
き
り
と
話
し
て
お
け
ば
よ 

 

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

 

悄
然
と
し
た
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
に
は
か 

 

な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
「親
切
の
押
し
売 

 

り
」的
な
面
が
自
分
に
は
あ
っ
た
気
が
し
て
反 

 

省
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  

◇
外
出
中
に
医
院
に
来
た
電
話
は
携
帯
に
転
送
さ

れ
る
設
定
で
出
か
け
る
が
、
出
先
で
転
送
さ
れ

た
電
話
が
鳴
っ
て
も
、
す
ぐ
に
出
ら
れ
な
い
と
き

は
、
１
０
秒
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
折
り
返
し
電
話

を
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
時
は
不
機
嫌
そ

う
に 

 
 
 

『あ
な
た
は
誰
で
す
か
、
な
ん
で
私
に
電
話
す
る

の
で
す
か
！
』 

と
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

◆
医
院
へ
の
電
話
か
ら
転
送
で
私
の
携
帯
に
電
話

が
入
っ
た
の
で
折
り
返
し
電
話
を
し
た
の
で
す
、

と
説
明
し
て
も
、 

『私
は
こ
ん
な
番
号
に
電
話
し
た
覚
え
は
な
い
』 

と
歩
み
寄
っ
て
は
く
れ
な
い
。 

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
ど
ん
な
時
間
に

来
た
電
話
に
も
出
る
の
が
義
務
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
う
い
う
人
た
ち
の
ガ
ー
ド
は
固
く
、
一
歩
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も
譲
っ
て
く
れ
な
い
。
ま
あ
そ
れ
ほ
ど
に
得

体
の
し
れ
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に
嫌
な
目

を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

情
報
開
示
を
他
人
に
は
強
く
求
め
る
反
面
、

自
分
の
世
界
に
は
一
寸
た
り
と
も
踏
み
入
れ

さ
せ
な
い
現
代
人
の
用
心
深
さ
。
顔
色
も
窺

わ
せ
な
い
で
自
分
を
信
用
し
ろ
と
い
う
こ
と

に
は
も
と
も
と
無
理
が
あ
る
。
究
極
は
不
信

感
で
あ
る
。 

こ
れ
が
文
明
の
機
器
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

の
正
体
だ
っ
た
の
か
と
冷
め
た
目
で
「
そ
の
正

体
」を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 

 
 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
熱
外
来
で
は
抗
原
検
査
で 

陰
性
だ
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
報
告
し
て
い

る
。
医
院
に
検
査
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
結
果
の
判
明
は
翌
日
以
降
に
な
る
。 

◆
検
査
施
設
か
ら
結
果
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
、
そ
れ 

 

を
ご
本
人
に
電
話
す
る
わ
け
だ
が
、
個
人
情
報

で
あ
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
方
が
携
帯
電
話
へ
の

連
絡
を
希
望
す
る
。 

◇
市
内
だ
と
６
つ
の
数
字
で
間
に
合
う
が
、
１
１

桁
だ
と
、
自
分
は
一
気
に
は
プ
ッ
シ
ュ
が
で
き

な
い
。
○
○
〇
の×

×
×
×

の
△
△
△
△ 

を
止

む
無
く
３
つ
に
引
き
ち
ぎ
っ
て
打
っ
て
い
る
と

最
後
の
４
桁
で
打
ち
間
違
っ
て
や
り
直
し
と
い

う
体
た
ら
く
の
こ
と
も
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
若
者
の
打
ち
方
を
見
て
い
る
と
、
い 

と
も
簡
単
に
１
１
個
の
数
字
を
一
気
打
ち
し
て

い
る
の
で
自
分
に
は
異
星
人
の
世
界
に
迷
い
込

ん
だ
か
と
錯
覚
す
る
。 

 
 

 

◆
と
に
か
く
打
ち
込
ん
で
向
こ
う
で
電
話
が 

鳴
っ
て
い
る
、
時
を
み
は
か
ら
っ
て
し
ゃ
べ
り

始
め
よ
う
と
す
る
と
女
性
の
声
で
「た
だ
い
ま

電
話
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
」、
「
迷
惑
電
話
防
止

の
た
め
会
話
を
録
音
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

『ピ
ー
っ
と
鳴
っ
た
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
』か
ら

「た
だ
い
ま
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
」な
ど
な
ど

で
あ
る
。 

 
 

 
 
 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
判
定
結
果
を
待
つ
と
き
く
ら
い
は

設
定
を
外
し
て
お
い
て
欲
し
い
と
も
思
う

が
、
自
分
も
そ
の
立
場
な
ら
そ
こ
ま
で
は
や

ら
な
い
だ
ろ
う
。 

◇
気
を
静
め
て
、 

    
 

 

『Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
は
陰
性
で
し
た
』 

と
相
手
の
喜
ぶ
返
事
を
待
っ
て
い
る
と 

『あ
ー
そ
ー
で
す
か
』 

       

と
。 

 
 

 
 
 

 

『・・・・・・・』 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

牡
丹
臭
木
（
ボ
タ
ン
ク
サ
ギ
） 
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ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
、
も
み
じ
葉
琉
球
朝
顔
、
ソ
バ
の
花 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

そ 

                    


